
（別紙３）

～ 2024年　10月　7日

（対象者数） 27 （回答者数）
13

～ 2024年　9月　30日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・支援の手立てに悩むこどもの対応について、姉妹園と意見

交換等、連携している

・支援方法を考えるためにはこども自身の情報や生活状況な

どのアセスメントを集めている

2

・希望者は、自由時間に発散の手立てとして公園を利用する

機会を設ける

・公園での遊びをチーム戦や個人戦の体験を提供する

・事業所外へ出かけることにより、交通ルールや集団行動で

のマナーを身につけられる

・公園が目の前にあるのと、近くに複数ある

・日にちを決めて公園に行くことで、連日事業所を利用する

こどもも楽しめるようにしている

・体を動かす為の活動で利用する

・研修会で事例や活動内容など情報共有の機会がある

・こどもの様子から興味をもった活動があれば取り入れる

・情報を得た中で職員の会議よりこどもの特性に合わせた支

援方法を考えている

○事業所名 おひさまCLUB

○保護者評価実施期間
2024年　9月　6日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年　9月　6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　11月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表



3

・自由時間にこどもの遊びが分かれるとスペースが足りなく

なる為、必要に応じてわかりやすく部屋の使い方を変えてい

く

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・体を動かす時には公園での活動を積極的に取り入れる

・活動別に分ける際は、双方の音が活動に影響しないよう

に、活動内容を工夫する

（例：カードゲーム/すもう大会）

2
・定期的に話の場を作ることで、小さなことでも言いやすい

環境にする

3

・情報収集を行い、交流が可能な場があるか探していく

・公園や図書館などの公共機関で、地域との関わりを大事に

していく

・室内で運動をする際、部屋の間取りにより活動の幅が限定

される

・部屋数が少ないが、部屋の用途を工夫している

・室内の段差や壁の仕切りが邪魔にならないように工夫しな

がら使用している

・日々の活動やこどもに関して会議する時間を短時間は設け

ている

・職員の業務担当があるためそれぞれの話を聞く時間を設け

にくいが、一日のふりかえりを短時間でも話すようにしてい

る

・地域の近隣施設や人との交流が少ない

・地域行事がないことで交流機会が少ない

・療育時間と近隣施設の開放時間（営業時間）の兼ね合いが

難しいのが現状だが、放課後等デイサービスの存在を知って

もらいたい

・「動く場所」、「落ち着いて過ごす場所」、「遊ぶ場所」

など、各部屋の名称と共にこどもに浸透していて、過ごし方

がわかりやすい

・平屋で室内の空間が広く、用途によって環境を多く提供で

きる

・部屋の使い方を変更する場合は、わかりやすく「文字」や

「写真」で掲示する

･場所ごとの約束も掲示することで、ルールが明確になってい

る

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等


